
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]
書

○【期末考査】

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

評価規準

【知識・技能】
定期考査、朝学習、小テストなど
【思考力、判断力、表現等】
定期考査、朝学習、小テストなど
【学びに向かう力、主体性等】
提出物、授業時の関心・意欲・態
上記を総合的に考慮して評価する。

【知識・技能】
定期考査、朝学習、小テストなど
【思考力、判断力、表現等】
定期考査、朝学習、小テストなど
【学びに向かう力、主体性等】
提出物、授業時の関心・意欲・態度
上記を総合的に考慮して評価する。

○ ○

１
学
期

1・2組：阿部／石井／加藤（真）、3・4組：阿部／石井／加藤（真）、5・6組：神谷／阿部／石井、 7・8組：神谷／阿部／加藤（真）

外国語 論理・表現II 2

・中間／期末などの定期テストの知識・技能の
問題

・中間／期末などの定期テストの思考・判断・表現の問題
・ライティングテストの思考・判断・表現の問題

外国語

日常的・社会的な話題について、語句や文を用いて情報や考えなどを表現することが出来る。

「話す」「書く」力を総合的に育成できるよう、積極的に授業に取り組み、課題をこなすことが出来る。

論理・表現II

外国語

㈱いいずな書店　①"be Clear, be English Logic and Expression Ⅱ" )

論理・表現II

・提出物（ワークなど）
・中テストの取り組み
・授業態度など

【 知　識　及　び　技　能 】 日常的な話題や社会的な話題について、語句や文を理解することが出来る。

【学びに向かう力、人間性等】

【中間考査】

English Logic and Expressiono I
(昨年から継続）
L19 Social Problems
L20 Making a Wish

・社会問題について話す
・願い事について話す
・一人１台端末の活用
・発表活動

English Logic and Expressiono Ⅱ
(開始)
L1 Your  Interests
L2 Your Daily Life
L3 Your School Life

・興味のあることについて話す
・日常生活を紹介する
・学校生活について話す
・一人１台端末の活用
・発表活動
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単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

思

○○

○

○ ○ ○ ○

知

配
当
時
数

1

13〇 ○〇

10○

態

○○ 〇 〇



15

○ ○

○ ○ 1

２
学
期

L4 Media Literacy
L5 Heliping Others
L6 Introducing Your Town

〇 〇

３
学
期

L10 Comparing Countries
L11 Cultural Diversity
L12 Japanese Customs

・世界のデータを比較する
・文化の多様性
・日本の文化
・一人１台端末の活用
・発表活動

〇

・メディアリテラシー
・ボランティア活動
・地域活性レポート
・一人１台端末の活用
・発表活動

〇 ○

  【学年末考査】

〇〇

【期末考査】

【中間考査】

1

〇 〇

【知識・技能】
定期考査、朝学習、小テストなど
【思考力、判断力、表現等】
定期考査、朝学習、小テストなど
【学びに向かう力、主体性等】
提出物、授業時の関心・意欲・態度

上記を総合的に考慮して評価する。

○ ○

【知識・技能】
定期考査、朝学習、小テストなど
【思考力、判断力、表現等】
定期考査、朝学習、小テストなど
【学びに向かう力、主体性等】
提出物、授業時の関心・意欲・態度
上記を総合的に考慮して評価する。

【知識・技能】
定期考査、朝学習、小テストなど
【思考力、判断力、表現等】
定期考査、朝学習、小テストなど
【学びに向かう力、主体性等】
提出物、授業時の関心・意欲・態度
上記を総合的に考慮して評価する。
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〇 〇 〇

〇 〇 13〇

L7 language of the World
L8 Imagining the Future
L9 Happiness and Stress

・世界の言語
・想像力をはたらかせる
・幸福・ストレス
・一人１台端末の活用
・発表活動 〇

〇 〇 〇〇


